
教員をめざすあなたに

青山学院大学 卒業生
教職員校友 白亜の会
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今日のテーマ

Ⅰ 採用試験について

Ⅱ 試験の準備について

Ⅲ 学習指導要領の考え方
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Ⅰ 採用試験について

筆記試験

   面接試験

 実技試験（必要な科目）

   適性検査
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令和７年度採用 １次試験（選考）日：７月７日（日）

・関東圏は同日試験

東京都、神奈川県、埼玉県、栃木県（含 7月6日）、

 群馬県、横浜市、川崎市・・・
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〇面接試験：

令和6年8月17日（土曜日）、18日（日曜日）、

                19日（月曜日）

〇実技試験：令和6年8月25日（日曜日）

〇最終合否発表：令和6年9月30日（月曜日）
（東京都のHP参照）

Ⅰ採用試験について



 ◎選考方法や内容は自治体によって異なる

〇筆記試験

・専門教養

・教職教養（教育原理、教育心理、

教育法規、教育史など）

・一般教養（出題しない自治体もある）

・（小）論文 など

 

Ⅰ採用試験について



〇面接試験

・個人面接

・集団面接

・集団討論

・模擬授業

・場面指導 など

Ⅰ採用試験について



〇実技試験 

・音楽科

・美術科

・保健体育科

・英語科

・家庭科

・小学校 など

Ⅰ採用試験について



〇適性検査

・矢田部-ギルフォード性格検査

(Y-G性格検査)

・内田-クレペリン性格検査

・ミネソタ多面的性格目録(MMPI)

Ⅰ採用試験について



〇採用試験の情報は各自治体(教育委員会）

のＨＰが一番詳しい

例：過去問を公開している自治体もある

例：３年次に一次選考の教職教養と専門

教養を受験可能 →「選考通過者」

Ⅰ採用試験について



Ⅱ試験の準備について

  大学の授業は理論を学ぶ

 試験対策は各自で準備

  する
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・彼（かれ）を知り、己（おのれ）を知れば百戦

殆（あや）うからず

・彼を知らずして己を知れば、一勝一負す 

 ・彼を知らず己を知らざれば、戦う毎に必ず殆うし  

（中国の古い兵法書から）

※ 殆（あや)うい・・・危険である   見通しが暗い
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Ⅲ 学習指導要領の考え方







（東京都のHP参照）
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Ⅲ 学習指導要領の考え方

【実施】

・小学校：Ｒ２年度

・中学校：Ｒ３年度

・高等学校：Ｒ４年度

 （年次進行）
※ 面接や（小）論文等で問われることがある
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◎これから話す内容 （ここからレジュメの内容です）

ⅰ「何ができるようになるか」を明確化

ⅱ 教科・科目構成の見直し（「何を学ぶか」）

ⅲ主体的・対話的で深い学びの実現に向けた

 授業改善（「どのように学ぶか」）

ⅳ-①社会に開かれた教育課程の実現

-②カリキュラム・マネジメントの確立

Ⅲ 学習指導要領の考え方
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新しい学習指導要領の考え方 －中央教育審議会における議論から改訂そして実施へ
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/__icsFiles/afieldfile/2017/09/28/1396716_1.pdf

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/__icsFiles/afieldfile/2017/09/28/1396716_1.pdf


（ⅰ何ができるようになるか）

Ⅲ 学習指導要領の考え方



〇育成を目指す資質・能力の明確化

→ 全ての教科等の目標及び内容については、こ

の３つの柱に基づく 

・学びを人生や社会に生かそうとする

「学びに向かう力、人間性等」の涵養（※）

・生きて働く「知識及び技能」の習得

・未知の状況にも対応できる

「思考力、判断力、表現力等」の育成

Ⅲ 学習指導要領の考え方



※「学びに向かう力、人間性等」の涵養

 授業の観点では「主体的に学習に取り組む態度」

 とする。

        (平成 31 年「文部科学省初等中等教育局長通知」)

こうした力は「生きる力」をより具体化したもの
（『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 総則編』）3頁

Ⅲ 学習指導要領の考え方



（ⅱ 何を学ぶか）

〇小学校の外国語教育の教科化

・外国語活動、小学校外国語科

〇高等学校の教科･科目等の新設例

・歴史総合、世界史探究（世界史B）、日本史探究（日本史B）

・総合的な探究の時間（総合的な学習の時間）

Ⅲ 学習指導要領の考え方



（ⅲ どのように学ぶか）

   〇主体的・対話的で深い

学びの実現に向けた

授業改善

・「主体的な学び」

学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向

性と関連付けながら、毎時間見通しを持って粘り強く取り

組み、自らの学習活動を振り返って次の学習につなげる。

Ⅲ 学習指導要領の考え方



・「対話的な学び」

 子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え

方（読書）を手掛かりに考えること等を通じ、自己の考え方を広

げ、深める。 

・「深い学び」

 習得・活用・探究という学びの過程で、各教科等の特質に応じ

た見方・考え方を働かせながら、知識を相互に関連付けてより

深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見い

だして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりする。

Ⅲ 学習指導要領の考え方



（ⅳ- ① 社会に開かれた教育課程）の実現

〇これからの学校には、社会と連携・協働した教育

 活動を充実させることが求められる。

・よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る

という目標を学校と社会とが共有する。

Ⅲ 学習指導要領の考え方



・これからの社会を創り出していく子供たちに必要

な資質・能力が何かを明らかにし、それを学校教

育で育成する。

・地域と連携・協働しながら目指すべき学校教育を実現

する。

例 コミュニティ・スクール（学校運営協議会を置く学校）

地域学校協働活動

Ⅲ 学習指導要領の考え方



（ⅳ- ② カリキュラム・マネジメント）の確立

 「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、学校

教育に関わる様々な取組みを、教育課程（カリキュ

ラム）を中心に据えながら、学校全体として、教育

内容や時間の適切な配分、必要な人的・物的体制の

確保や実施状況に基づく改善など教育活動の質を向

上させ、学習の効果の最大化を図ることが必要とさ

れている。

               → PDCAサイクルの考え方
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Ⅲ 学習指導要領の考え方
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平成29・30・31年改訂学習指導要領（本文、解説）

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-
cs/1384661.htm

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm


走った距離は
裏切らない

野口みずき
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青山学院大学 卒業生 
教職員校友 白亜の会
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